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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第61期
第２四半期
連結累計期間

第62期
第２四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 4,713,957 5,051,882 11,162,891

経常損失(△) (千円) △294,283 △2,087 △51,702

四半期(当期)純損失（△） (千円) △290,165 △17,068 △1,176,281

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △369,216 △6,303 △1,242,081

純資産額 (千円) 4,010,075 3,128,214 3,137,134

総資産額 (千円) 10,824,021 9,672,354 10,882,659

１株当たり四半期(当期)
純損失金額（△）

(円) △8.56 △0.50 △34.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.05 29.92 26.72

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 87,857 △907,558 134,116

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,477 262,987 △106,510

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △280,584 169,258 △328,505

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,204,348 623,340 1,098,653

　

回次
第61期
第２四半期
連結会計期間

第62期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純損失金額
（△）

(円) △4.73 △0.99

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい
ない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。
３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、ま
た、潜在株式がないため記載していない。

４．第61期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企
業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理している。

　
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている
事業の内容について、重要な変更はない。
　また、主要な関係会社についても異動はない。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はない。

(継続企業の前提に関する重要な事項等）

　当社は前事業年度において３期連続して営業損失となっている。また、当第２四半期連結累計期間におい

ても引き続き営業損失を計上している。このような状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる

ような事象又は状況が存在している。これについては、当該状況を解消するべく、既存事業における収益向

上施策や新規市場開拓に取り組んでおり、また、当面の資金繰りのための十分な資金を確保していることか

ら、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断している。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び当社の関

係会社)が判断したものである。

　
(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災、原発事故による電力の供給懸念等により

企業活動水準が低下し、また欧米における金融不安の拡大と円高の影響により輸出産業を中心に、先行き

不透明な情勢で推移した。一方、当社グループを取り巻く事業環境は国内の設備投資の抑制が続く厳しい

状況のなか、エネルギー供給源の多様化など環境も変わりつつある。

　このような経済情勢のなか、当社グループは引き続きコストダウンをはじめ、積極的な営業活動ととも

に採算性の向上といった課題に取り組んだ。その結果、連結売上高は、50億51百万円となり、前年同期を３

億37百万円(7.2%)上回った。

　利益面については、総コストの削減及び生産効率の改善等に努め、連結営業損失は１億51百万円(前年同

期比１億68百万円赤字縮小)となった。また、連結経常損失は課徴金等引当金戻入額の計上等により２百

万円(同２億92百万円の赤字縮小)、連結四半期純損失も17百万円(同２億73百万円の赤字縮小)となった。

 

　
セグメントの業績は次のとおりである。

                                                       

高圧機器事業

主力製品である小型ＬＰガス容器の販売数量はほぼ横ばいで推移したものの、一般高圧ガス用容器
が増加し、またＬＰガス充填所等のプラント工事の受注が増加した結果、事業全体の売上高は26億47百
万円となり、前年同期を２億69百万円(11.3%)上回った。セグメント利益(営業利益)は総コストの削減
及び生産効率の改善等により、前年同期55百万円の赤字から１億７百万円改善し52百万円となった。

　

鉄構輸送機事業

鉄構製品は受注が増大したものの、コンベア設備を主体とした搬送機器は工事量が減少した結果、事
業全体の売上高は３億８百万円となり、前年同期を45百万円(12.7%)下回った。しかしながら、セグメン
ト利益(営業利益)は総コストの削減及び生産効率の改善等により、前年同期21百万円の赤字から25百
万円改善し３百万円となった。
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施設機器事業

当事業部門の主力製品である飼料タンク及び環境資材の受注が増加した結果、事業全体の売上高は
６億45百万円となり、前年同期を１億46百万円(29.5%)上回った。また、セグメント利益(営業利益)は前
年同期23百万円の赤字から23百万円改善し0.8百万円となった。

　

運送事業

国内貨物輸送量が低水準で推移するなか、同業者間の競争激化、荷主企業のコスト削減要請及び燃料
価格の高止まり等、厳しい経営環境下において、安全・安心な輸送サービスの提供と品質向上に努める
とともに、積極的な営業活動を展開したものの、事業全体の売上高は14億49百万円となり、前年同期を
33百万円(2.2%)下回った。しかしながら、セグメント損失(営業損失)は総コストの削減等により、前年
同期32百万円から４百万円赤字縮小し、28百万円となった。

　
(2) 財政状態の分析

第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して12億10百万円(11.1%)減少し、96

億72百万円となった。

　資産は、たな卸資産が３億６百万円増加したが、現金及び預金が６億40百万円、受取手形及び売掛金が５

億57百万円、その他流動資産が金銭の信託を主体に１億94百万円それぞれ減少した。

　負債は、借入金が１億92百万円、前受金が１億３百万円増加したが、課徴金等引当金が10億35百万円、退

職給付引当金が団塊世代の退職に伴う退職金の支払いにより２億55百万円、支払手形及び買掛金が72百

万円それぞれ減少した結果、負債合計は12億１百万円(15.5%)減少し、65億44百万円となった。

　純資産は、その他有価証券評価差額金が３百万円、少数株主持分が４百万円それぞれ増加したが、利益剰

余金が17百万円減少した結果、純資産合計は８百万円(0.3%)減少し、31億28百万円となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、売上債権の回収、借

入金の増加、定期預金の払戻による増加はあったものの、課徴金及び退職金の支払により、前連結会計年

度末に比べ４億75百万円(43.3％)減少し、６億23百万円となった。　　

　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果使用した資金は、９億７百万円であった（前年同

期は得られた資金が87百万円）。これは、売上債権の減少はあったものの、課徴金の支払及び退職給付引

当金の減少によるものである。

　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果得られた資金は、２億62百万円であった(前年同期

は使用した資金が２百万円)。これは、主に定期預金の払い戻しによるものである。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果得られた資金は、１億69百万円であった（前年同

期は使用した資金が２億80百万円)。これは、主に短期借入金の増加によるものである。　

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はない。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は９百万円である。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,200,000 34,200,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
1,000株である。

計 34,200,000 34,200,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項なし。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項なし。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項なし。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月30日 ― 34,200,000 ― 1,710,000 ― 329,299
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日新製鋼株式会社 東京都千代田区丸の内3-4-1 4,036 11.80

株式会社広島銀行 
(常任代理人 資産管理サービス
信託銀行株式会社)

広島市中区紙屋町1-3-8
(東京都中央区晴海1-8-12)

1,100 3.21

株式会社宮入バルブ製作所 東京都中央区銀座西1-2 990 2.89

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 893 2.61

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社

東京都港区浜松町2-11-3 702 2.05

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社

東京都中央区晴海1-8-11 661 1.93

中鋼運輸株式会社 広島県呉市広町田2-7-41 590 1.72

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿1-26-1 500 1.46

日本瓦斯株式会社 東京都中央区八丁堀2-10-7 440 1.28

平井康彦 兵庫県神戸市 426 1.24

計 ― 10,338 30.23

(注)　１　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりである。

　　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　 702千株

　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　 　661千株 

２　中鋼運輸株式会社が所有している株式については、会社法施行規則第67条第1項の規定により議決権を有して

いない。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 31,000 ― ―

　
(相互保有株式)

普通株式 610,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 33,436,000
　

33,436 ―

単元未満株式 普通株式 123,000
　

― 1単元未満の株式

発行済株式総数 34,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 33,436 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権1個)含まれて

いる。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、中鋼運輸株式会社所有の相互保有株式842株及び当社所有の自己株式876

株が含まれている。

② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
中国工業株式会社

広島市中区小町2-26 31,000 ― 31,000 0.09

(相互保有株式)
中鋼運輸株式会社

広島県呉市広町田2-7-41 590,000― 590,000 1.72

(相互保有株式)
有限会社エヌシーケー

広島県呉市広名田1-3-1 10,000 ― 10,000 0.02

(相互保有株式) 
高圧プラント検査株式会社

広島県呉市広名田1-3-1 10,000 ― 10,000 0.02

計 ― 641,000― 641,000 1.87

(注)　株主名簿上は中鋼運輸株式会社の名義となっているが、実質的に同社が所有していない株式が11,000株ある。な

お、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めている。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりである。

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
（製造部門管掌）

取締役
（高圧機器工場長）

肥後裕一 平成23年７月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成している。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,711,903 1,071,450

受取手形及び売掛金 3,255,347 2,697,390

有価証券 36,985 －

製品 160,122 194,135

仕掛品 535,318 630,991

原材料及び貯蔵品 209,925 386,880

その他 306,280 111,886

貸倒引当金 △2,812 △2,731

流動資産合計 6,213,070 5,090,004

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 661,107 638,588

機械装置及び運搬具（純額） 301,832 304,846

土地 2,251,801 2,250,665

リース資産（純額） 222,037 197,244

建設仮勘定 13,454 1,771

その他（純額） 32,448 27,747

有形固定資産合計 3,482,682 3,420,864

無形固定資産 44,507 42,095

投資その他の資産

投資有価証券 950,876 967,843

長期貸付金 3,000 3,000

建設協力金 37,500 34,560

その他 204,221 167,287

貸倒引当金 △53,198 △53,300

投資その他の資産合計 1,142,399 1,119,390

固定資産合計 4,669,589 4,582,350

資産合計 10,882,659 9,672,354
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,974,718 1,902,104

短期借入金 1,776,863 2,076,863

リース債務 41,938 42,245

未払金 107,543 71,800

未払費用 86,177 76,057

未払法人税等 16,789 12,851

未払消費税等 66,722 20,264

賞与引当金 77,497 82,164

役員賞与引当金 10,000 5,000

前受金 139,758 243,190

課徴金等引当金 1,035,000 －

その他 28,973 49,989

流動負債合計 5,361,980 4,582,530

固定負債

長期借入金 498,370 391,234

リース債務 236,414 215,118

退職給付引当金 1,438,052 1,182,390

役員退職慰労引当金 89,681 77,779

その他 121,024 95,087

固定負債合計 2,383,544 1,961,609

負債合計 7,745,525 6,544,140

純資産の部

株主資本

資本金 1,710,000 1,710,000

資本剰余金 329,347 329,347

利益剰余金 851,224 834,155

自己株式 △80,139 △80,139

株主資本合計 2,810,431 2,793,362

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 97,531 101,064

その他の包括利益累計額合計 97,531 101,064

少数株主持分 229,171 233,786

純資産合計 3,137,134 3,128,214

負債純資産合計 10,882,659 9,672,354
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 4,713,957 5,051,882

売上原価 4,026,873 4,222,504

売上総利益 687,084 829,377

販売費及び一般管理費 ※
 1,006,504

※
 980,480

営業損失（△） △319,420 △151,102

営業外収益

受取利息 1,402 1,305

受取配当金 13,758 16,793

受取賃貸料 7,729 11,515

助成金収入 28,930 2,694

課徴金等引当金戻入額 － 104,080

その他 12,842 42,132

営業外収益合計 64,663 178,521

営業外費用

支払利息 18,178 16,050

出向者人件費 13,645 7,759

その他 7,701 5,695

営業外費用合計 39,525 29,505

経常損失（△） △294,283 △2,087

特別利益

固定資産売却益 1,840 158

投資有価証券売却益 － 4,463

貸倒引当金戻入額 468 －

特別利益合計 2,308 4,621

特別損失

固定資産除売却損 389 262

投資有価証券売却損 1,615 701

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,333 －

減損損失 1,992 1,136

災害による損失 － 1,616

特別損失合計 6,330 3,716

税金等調整前四半期純損失（△） △298,304 △1,182

法人税、住民税及び事業税 9,667 9,764

法人税等調整額 △9,815 △734

法人税等合計 △147 9,029

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △298,157 △10,211

少数株主利益又は少数株主損失（△） △7,991 6,856

四半期純損失（△） △290,165 △17,068
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △298,157 △10,211

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △71,059 3,907

その他の包括利益合計 △71,059 3,907

四半期包括利益 △369,216 △6,303

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △355,449 △13,535

少数株主に係る四半期包括利益 △13,767 7,231
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △298,304 △1,182

減価償却費 120,429 112,674

減損損失 1,992 1,136

貸倒引当金の増減額（△は減少） △722 20

退職給付引当金の増減額（△は減少） △131,755 △255,662

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △27,230 △11,902

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,212 4,667

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5,000 △5,000

受取利息及び受取配当金 △15,161 △18,099

課徴金等引当金戻入額 － △104,080

支払利息 18,178 16,050

有形固定資産売却損益（△は益） △1,450 103

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,333 －

投資有価証券売却損益（△は益） 1,615 △3,761

災害による損失 － 1,616

売上債権の増減額（△は増加） 949,810 562,363

たな卸資産の増減額（△は増加） △190,282 △306,641

その他の資産の増減額（△は増加） △46,312 138,694

仕入債務の増減額（△は減少） △447,032 △72,614

未払消費税等の増減額（△は減少） △42,552 △46,457

割引手形の増減額（△は減少） 5,575 △4,405

その他の負債の増減額（△は減少） 221,668 32,197

小計 113,584 39,716

利息及び配当金の受取額 15,445 12,502

利息の支払額 △18,017 △15,019

災害損失の支払額 － △1,616

課徴金の支払額 － △929,120

法人税等の支払額 △23,154 △14,021

営業活動によるキャッシュ・フロー 87,857 △907,558
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △255,320 △58,860

定期預金の払戻による収入 260,000 224,000

有形固定資産の取得による支出 △31,947 △32,792

有形固定資産の売却による収入 2,409 303

無形固定資産の取得による支出 △900 －

投資有価証券の取得による支出 △95,080 △6,199

投資有価証券の売却による収入 118,360 36,536

金銭の信託の取得による支出 △100,000 －

金銭の信託の解約による収入 100,000 100,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,477 262,987

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △150,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △107,136 △107,136

自己株式の取得による支出 △291 －

リース債務の返済による支出 △20,540 △20,989

少数株主への配当金の支払額 △2,616 △2,616

財務活動によるキャッシュ・フロー △280,584 169,258

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △195,204 △475,312

現金及び現金同等物の期首残高 1,399,552 1,098,653

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,204,348

※
 623,340
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用している。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

　受取手形割引高は20,657千円である。 　受取手形割引高は16,252千円である。

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりである。

運送費 194,856千円

役員報酬 81,137　

役員賞与引当金繰入額 5,000　

給料・賞与 228,789　

賞与引当金繰入額 35,829　

法定福利費 48,686　

退職給付費用 26,612　

役員退職慰労引当金繰入額 4,828　

旅費交通費 64,357　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりである。

運送費 213,445千円

役員報酬 69,198　

役員賞与引当金繰入額 5,000　

給料・賞与 234,031　

賞与引当金繰入額 32,717　

法定福利費 46,784　

退職給付費用 20,316　

役員退職慰労引当金繰入額 1,617　

貸倒引当金繰入額 20　

旅費交通費 54,396　

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,810,308千円

預入期間が３か月超の定期預金 △605,960

現金及び現金同等物 1,204,348
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,071,450千円

預入期間が３か月超の定期預金 △448,110

現金及び現金同等物 623,340
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はない。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はない。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はない。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　該当事項はない。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はない。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はない。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 
(注)2

高圧機器
事業

鉄構輸送機
事業

施設機器
事業

運送事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,378,468353,917498,7131,482,8584,713,957― 4,713,957

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

65,265 ― ― 187,136252,402△252,402 ―

計 2,443,733353,917498,7131,669,9944,966,359△252,4024,713,957

セグメント損失(△) △55,155△21,924△23,063△32,418△132,562△186,858△319,420

(注) 1　セグメント損失の調整額△186,858千円には、セグメント間取引消去324千円、各報告セグメントに配分していな

い全社費用△187,182千円が含まれている。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない、経営管理部、総務部等

管理部門に係る費用である。 

2　セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っている。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 
(注)2

高圧機器
事業

鉄構輸送機
事業

施設機器
事業

運送事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,647,788308,879645,6331,449,5805,051,882― 5,051,882

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

29,967 ― 2,914193,549226,430△226,430 ―

計 2,677,755308,879648,5471,643,1305,278,313△226,4305,051,882

セグメント利益又は損失(△) 52,5483,998 831△28,25129,127△180,230△151,102

(注) 1　セグメント利益又は損失の調整額△180,230千円には、セグメント間取引消去1,023千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△181,253千円が含まれている。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない、経営管理

部、総務部等管理部門に係る費用である。 

2　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っている。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

　１株当たり四半期純損失金額(△) △８円56銭 △０円50銭

   (算定上の基礎) 　 　

   　 四半期純損失金額(△)(千円) △290,165 △17,068

    　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   　 普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △290,165 △17,068

    　普通株式の期中平均株式数(千株) 33,888 33,886

(注) 　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載していない。

　

２ 【その他】

　該当事項はない。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月10日

中国工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    近　　藤　　敏　　博    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    家　　元　　清　　文    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中国
工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平
成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年
９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中国工業株式会社及び連結子会社の平成23年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

中国工業株式会社(E01366)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

